
まえがき＝私たちの生活や産業活動にともなって発生す
る下水は，良好な水環境を保全するため，下水処理場に
おいて適正に浄化されている。その処理厭
う特長がある。現在下水汚泥焼却炉で主流を占めている
気泡流動層焼却炉では，汚泥の性状によっては炉内温度
差が大きくなり燃焼が不安定となる場合があるが，そう
した条件においても，循環流動層焼却炉では炉内温度が
均一となり安定して焼却することが可能である。
　当社では，これまで培ってきた気泡流動層焼却炉の技
術を発展させて，循環流動層ボイラで豊富な実績を有す





　運転条件を第 2表に示す。汚泥供給量を 237～413 
kg/h，すなわち汚泥面積負荷（炉断面積あたりの汚泥供
給量）を 840～1 460kg/（m2・h）の範囲で 4条件設定し，
負荷の違いによる燃焼特性への影響を確認した。一次空




